
新年あけましておめでとうございます。
令和６年４月より人権交流プラザ改修工事の為、会議室利用ができませんでしたが、いよいよ本年４
月より使用できることとなりました。昨年は、保護司会ホームページ立ち上げ、本会の活動・分区の
活動等の情報を発信することが出来ました。
本年も皆様のご理解ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。皆様のご健勝とご活躍を

祈念して新年のご挨拶とさせていただきます。
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新年のご挨拶 サポートセンター⾧ 濵田 惠

視察研修（岡山少年院）報告 山田一孝 研修部⾧（第１分区）
鳥取保護区保護司会の自主研修として、令和７年度は「岡山少年院」の視察研修を開催しました。少し

肌寒い早朝、各地から集合してのバス旅行でしたが、岡山は「晴れの国」らしく、日中は汗ばむほどの秋
晴れに恵まれた研修会となりました。
参加者26名のバス行程、丸瀬会⾧のご挨拶で始まり、岡山後楽園、昼食と行程が進むにつれて、和気あ

いあいの雰囲気となりましたが、視察場所に到着するや流石にその空気は一変しました。
岡山少年院では、事前講習から施設見学、施設職員との意見交換等、予定時間を越えて２時間あまり、

参加者は熱心に研修を受講いたしました。事前講習・施設見学で、少年院での生活リズム、学習、作業、
指導プログラム（生活指導、職業訓練、心理プログラム等）の説明で、少年が「どんな思いで帰ってくる
のか」が理解でき、保護観察時の声かけや支援に活かせると実感出来ました。
また、職員との意見交換を通じて、非行の背景となる家庭環境、学校の不適応、人間関係、依存傾向な

どの課題を知り、「少年院→保護観察→地域社会」 を任されている保護司としての役割も再確認出来ま
した。今回、私自身も今後の保護司活動の質を大きく高めることができた有意義な視察研修となりました。

松江地区保護司会との意見交換会 報告 谷口道行 分区⾧（第６分区）
令和7年12月21日、鳥取保護観察所にて、初めてとなる松江地区保護司会との意見交換会が開催さ
れました。午前中、鳥取ダルクを視察研修された後、鳥取観察所に来所されました。松江地区保護
司会からは、深貝会⾧以下16名の保護司の皆さんが参加されました。また、鳥取地区保護司会から
は、丸瀬会⾧以下12名の参加でした。
意見交換会では、事前にテーマが提起され、それについて各担当から報告がされる形で情報を交

換しました。テーマは、①保護司候補者推薦②社会を明るくする運動（保護司会の取り組み）③保
護司会運営にかかわっている人数等④今後の課題として感じていること⑤観察協会費についてでし
た。取り組みについては、共通する面や異なる面もありました。中でも、「持続可能な保護司制
度」を実現していくためにも、高齢化が進む中、若い保護司の人材確保が、両地区とも課題である
ことを個人的には痛感しました。両地区とも、主に検討協議会を経て人材選考を進めていますが、
現役世代の定年延⾧などにより、保護司の確保が難しくなっていること、また、就業している現役
世代には、研修会への参加が難しいことなど共通の課題もありました。
一時間半ほどの短い意見交換会でしたが、私自身、貴重な学びの場となりました。また、こうし

た他地区との意見交換会の意義も再確認しました。再会を期して。



みずぐち まこと

水口 誠（第３分区）
先輩保護司さんからの温かいお誘いが

ご縁で、この度保護司の委嘱を受けるこ
ととなりました。⾧年、町内会⾧や市議
会議員として地域の皆様とかかわってき
た経験から、人と人との繋がりの大切さ
を深く理解しております。その経験を活
かし、微力ではありますが、地域の安全
と個人の立ち直り支援に誠心誠意取り組
みたいと考えております。
諸先輩方のご指導をいただきながら、

任務を全うできるよう精進してまいりま
す。宜しくお願いいたします。

新任保護司紹介
（12月1日任命）

ふしの ひさし

伏野 久（第４分区）
地域の先輩からお誘いをいただき、

妻の賛同もあり、このたび保護司を
受嘱いたしました。社会の健全な発
展のため、地域に根ざした更生支援
に微力ながら尽力してまいります。
現在は在職中のため活動に制約も

あるかと思いますが、皆様のお力添
えをいただきながら、信頼される保
護司として誠心誠意努めてまいりま
すので、何卒よろしくお願い申し上
げます。

”そば打ちとかき揚げづくり“
日時:令和7年12月14日9:00～13:00
場所:給産会 そば打ち指導は城北そば打ち同好会の皆さん
参加者:30名（給産会寮生、講師、職員、企画調整保護司）

給産会（更生保護施設）との交流、協力支援

保護司フォーラムに参加して 保護司 玉野良次（第3分区）

退任保護司紹介
令和7年9月30日

片山 梓（第5分区）

令和7年11月30日
福田 眞（第2分区）
淺尾久忍子（第4分区）
山根たか子（ 〃 ）
高橋 慶治（ 〃 ）
大野 一好（第6分区）

令和7年12月18日
米井ますみ（第6分区）

⾧い間更生保護にご尽
力いただき、また、保護
司の先輩として保護司会
にご貢献いただきました
こと感謝申し上げます。

★対象者との面接や少人数（10名程度）の会議等に人権交流プラザ2階
相談室が利用（９時～17時）できます。利用を希望される方は、保護司
会事務局にお申し込みください。
★１月の定例研修会の案内をご覧ください。
★共同募金のお礼
昨年11月開催の定例研修時には、募金（10,982円）にご協力いただき

ありがとうございました。早速、鳥取市共同募金委員会へ納めました。
★鳥取保護区保護司会のホームページへの投稿記事を募集しています。
分区の活動の様子を写真に撮ってお送りください。待ってま～す。

お知らせ

鳥取保護区の保護司を拝命し3年目となりますが、今回がフォーラム
への初参加となりました。
講演では、世界から模範的制度とされる「HOGOSHI」の話、未来の

なり手に伝えたい保護司の魅力の話等をいただきました。そのあと4～
5人ずつに分かれて行ったグループワークでは米子市、北栄町、八頭町
のベテラン保護司の方々とともに、「保護司の役割や活動を受け入れ
てもらうための地域における取組の在り方、未来の保護司に伝えたい
こと」など、活発に意見交換を行いました。
研修を通じ、最新の知見とベテランの方々の実体験を踏まえた話を

伺うことで、保護司としての在り方について理解を深めることができ
ました。貴重な学びと自己成⾧の機会として、是非皆さんの参加をお
勧めします。

編集
企画調整保護司
丸瀬和美(会 ⾧)
濵田 惠(事務局⾧)
虎井良一(第１分区)
浅雄淳子(第２分区)
岡田洋子(第３分区)
能藤伸子(第４分区)


